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表紙

　

株主各位
　
　

第82期定時株主総会招集ご通知に際しての
インターネット開示情報　

　
　

連　結　注　記　表
　

個　別　注　記　表
　

（平成24年４月１日から平成25年３月31日まで）
　
　
　
　
　
　
　
　
　

富士重工業株式会社
　
　

「連結注記表」及び「個別注記表」につきましては、法令及び当社定款第15条の規
定に基づき、当社ホームページに掲載することにより株主の皆様に提供しておりま
す。
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連結注記表
　
（連結計算書類作成のための基本となる重要な事項）

１．連結の範囲及び持分法の適用に関する事項
⑴　連結子会社　　　73社

国内　50社……株式会社イチタン、富士機械株式会社、東京スバル株式会社、他47社
海外　23社……スバル　オブ　インディアナ　オートモーティブ　インク、

スバル　オブ　アメリカ　インク、他21社
⑵　持分法適用会社　６社　

国内　４社……株式会社ロビンサービス、他３社
海外　２社……スバル　オブ　タイワン　ＬＴＤ．、他１社

⑶　非連結子会社及び持分法非適用会社のうち主要なものの名称…スバル　ドイツ　Gmbh
非連結子会社は、総資産、売上高、当期純利益及び利益剰余金等の観点から見て、いずれ
も小規模であり、全体としても連結計算書類に重要な影響を及ぼしていないため、連結の
範囲から除いております。
また、持分法非適用の非連結子会社及び関連会社は連結計算書類に及ぼす影響が軽微であ
り、全体として重要性が乏しいため、持分法を適用せず原価法により評価しております。

２．連結の範囲及び持分法適用の異動状況
⑴　連結子会社

（新規）　４社
（減少）　１社

スバル　オブ　チャイナ　ＬＴＤ．他３社は、重要性が増したことにより、当連結会計年
度より連結の範囲に含めております。
また、大和商工株式会社は、平成25年１月１日に株式譲渡したことにより、当連結会計年
度において連結の範囲から除外しております。

⑵　持分法適用会社
（新規）　なし
（減少）　３社

スバル　オブ　チャイナ　ＬＴＤ．他１社は、重要性が増したことにより、当連結会計年
度より持分法適用の範囲から連結の範囲に変更しております。
また、フジ特車株式会社は、平成25年１月１日に株式譲渡したことにより、当連結会計年
度において持分法の適用範囲から除外しております。

３．連結子会社の事業年度等に関する事項
連結子会社の決算日は、国内子会社及び主要な在外子会社は連結決算日と同一ですが、在外
子会社のうち８社は12月31日であります。決算日が連結決算日と異なる在外子会社につい
ては、12月31日現在の決算財務諸表を使用し、連結決算日との間に生じた重要な取引につい
て調整を行った上で連結しております。
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４．会計処理基準に関する事項
⑴　重要な資産の評価基準及び評価方法

①有価証券
満期保有目的の債券……償却原価法（定額法）であります。
その他有価証券

時価のあるもの
……決算期末日の市場価格等に基づく時価法であります。

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は主として移動平均法に
より算定しております。）

時価のないもの
……主として移動平均法による原価法であります。

②デリバティブ……時価法であります。
③たな卸資産

通常の販売目的で保有するたな卸資産
……主として移動平均法による原価法（連結貸借対照表価額については収益性の低

下に基づく簿価切下げの方法により算定）
⑵　重要な減価償却資産の減価償却の方法

①有形固定資産（リース資産を除く）
……当社及び国内連結子会社は、主として定率法（ただし、平成10年４月１日以降

に取得した建物（建物付属設備を除く）については定額法）を、在外連結子会
社は所在地国の会計基準に規定する定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物及び構築物　　　　７～50年
機械装置及び運搬具　　２～12年

②無形固定資産（リース資産を除く）
……定額法を採用しております。

なお、自社利用のソフトウエアについては社内における利用可能期間（３年及
び５年間）に基づく定額法を採用しております。

③リース資産
所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

……自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用しております。
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

……リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。
なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平
成20年３月31日以前のリース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に
準じた会計処理によっております。

⑶　重要な繰延資産の処理方法
社債発行費は、支出時に全額費用として処理しております。
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⑷　重要な引当金の計上基準
①貸倒引当金……………売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については

貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回
収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

②賞与引当金……………従業員に対して支給する賞与に充てるため、会社が算定した当連結
会計年度に負担すべき支給見込額を計上しております。

③製品保証引当金………販売した製品のアフターサービスに対する費用の支出に備えるため、
原則として保証書の約款に従い、過去の実績を基礎に将来の保証見
込みを加味して計上しております。

④工事損失引当金………航空宇宙事業の受注工事の損失に備えるため、当連結会計年度末に
おける未引渡工事のうち、損失の発生が見込まれ、かつ、損失金額
を合理的に見積もることができる工事について、当該損失見込額を
計上しております。

⑤事業譲渡損失引当金…重要な事業の譲渡損失に備えるため、当連結会計年度末における損
失見込額を計上しております。

⑥退職給付引当金………従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給
付債務及び年金資産の見込額に基づき計上しております。
過去勤務債務は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一
定の年数（10～18年）による定額法により費用処理しております。
数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平
均残存勤務期間以内の一定の年数（主として16年）による定額法に
より按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理する
こととしております。

⑦役員退職慰労引当金…一部の国内連結子会社においては役員の退職慰労金の支出に備える
ため、内規に基づく連結会計年度末における要支給額を計上してお
ります。

⑧訴訟損失引当金………訴訟に対する損失に備えるため、将来発生する可能性のある損失を
見積もり、必要と認められる額を計上しております。

⑸　売上高の計上基準
①売上高のうち、航空宇宙事業の工事契約において当連結会計年度末までの進捗部分につい

て成果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積もりは原
価比例法）により計上しております。その他の工事については工事完成基準を適用してお
ります。

②一部の国内連結子会社のファイナンス・リース取引に係る売上高と売上原価については、
リース取引開始日に計上しております。

⑹　重要な外貨建資産又は負債の本邦通貨への換算の基準
外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益
として処理しております。



2013/05/17 23:36:23 ／ 13910420_富士重工業株式会社_招集通知（Ｆ）

連結注記表

－ 4 －

また、在外子会社の資産及び負債は、当該子会社の決算日の直物為替相場により円貨に換
算し、収益及び費用は期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における
為替換算調整勘定及び少数株主持分に含めて計上しております。

⑺　重要なヘッジ会計の方法
①ヘッジ会計の方法

特例処理の要件を満たしている金利スワップについては特例処理によっております。
②ヘッジ手段とヘッジ対象

当連結会計年度にヘッジ会計を適用したヘッジ手段とヘッジ対象は次のとおりであります。
ヘッジ手段　　ヘッジ対象
金利スワップ　借入金

③ヘッジ方針
リスク管理方針に基づき金利変動リスクをヘッジしております。

④ヘッジ有効性評価の方法
ヘッジ手段とヘッジ対象に関する重要な条件が同一であり、ヘッジ開始時及びその後も継
続して相場変動又はキャッシュ・フロー変動を完全に相殺するものと想定することができ
るため、ヘッジの有効性の評価は省略しております。

⑻　のれんの償却方法及び償却期間
のれんの償却については、主として５年間の定額法により償却を行っております。

⑼　その他連結計算書類作成のための重要な事項
①消費税等の処理の方法

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜き方式を採用しております。
②金額表示の単位

金額表示の単位については、四捨五入により表示しております。
③連結納税制度の適用

連結納税制度を適用しております。
　
（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当連結会計年度より、平成24年４月１日以
降に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更してお
ります。
これにより、従来の方法と比べて、当連結会計年度の営業利益が1,835百万円、経常利益及び税
金等調整前当期純利益がそれぞれ1,839百万円増加しております。

　
（連結貸借対照表関係）

１．有形固定資産に対する減価償却累計額 786,734百万円
２．有形固定資産の連結貸借対照表計上額は、国庫補助金等による圧縮記帳額2,275百万円を直

接控除して表示しております。
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３．当社は、平成22年１月15日に東京地方裁判所に対し、国を被告として、防衛省向け戦闘ヘリ
コプターＡＨ－64Ｄの製造に当たり、初度費（日本仕様への変更のために支払った金額な
ど）未回収分等の支払い35,124百万円を求める訴訟を提起しました。
当社が支払った初度費の未償還額23,954百万円は投資その他の資産の区分のその他に計上
しており、訴訟金額には投資その他の資産の区分のその他に計上した初度費の未償還額以外
に、当社の仕入先が支払った初度費の未償還額、消費税などが含まれております。

４．担保に供している資産並びに担保付債務
⑴担保資産

建物及び構築物 16,491百万円
機械装置及び運搬具 2,109百万円
土地 36,585百万円

合計 55,185百万円
⑵担保付債務

短期借入金 35,482百万円
１年内返済予定の長期借入金 3,550百万円
長期借入金 18,274百万円
その他固定負債 1,852百万円

合計 59,158百万円
５．期末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。なお、

当期末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形が、期末残高に含まれており
ます。

受取手形 694百万円
支払手形 117百万円

６．連結会社以外の者の、金融機関よりの借入金等に対する保証債務
従業員 14,881百万円
スバル　カナダ　インクの取引先 21,096百万円
その他 8,566百万円

合計 44,543百万円
７．輸出手形割引高 1,714百万円
８．特別目的会社に対する譲渡資産残高は、自動車事業の貸付債権及び航空宇宙事業の売上債権

13,344百万円であります。
９．連結子会社（スバルファイナンス株式会社）における、当座貸越契約及び貸出コミットメン

トに係る貸出未実行残高は、次のとおりであります。
当座貸越契約及び貸出コミットメントの総額 4,730百万円
貸出実行残高 694百万円

差引額 4,036百万円
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10．損失の発生が見込まれる工事契約に係るたな卸資産と工事損失引当金は、相殺せずに両建て
で表示しております。
損失の発生が見込まれる工事契約に係るたな卸資産のうち、工事損失引当金に対応する額は
918百万円（全て仕掛品）であります。

　
（連結損益計算書関係）

１．売上原価
工事損失引当金戻入額

工事損失引当金戻入額として△478百万円が売上原価に含まれております。
２．特別利益

その他特別利益
その他特別利益のうち775百万円は、航空宇宙事業において過年度にその他特別損失（た
な卸資産評価損）を計上したたな卸資産の売却等に伴う戻入等であります。436百万円は、
航空宇宙事業での特定プロジェクトにおける製造契約解消に伴う、開発に係る支払債務の
免除等であります。

３．特別損失
その他特別損失

その他特別損失のうち2,463百万円は、自動車事業における中国販売体制の再構築を含む
関連諸費用等であります。2,099百万円は、航空宇宙事業におけるプロジェクトを中止し
たことに伴うたな卸資産の処分費用等であります。1,054百万円は、クリーンロボット事
業において過年度に受給した委託研究費及び助成金の返還に伴うものであります。

　
（連結株主資本等変動計算書関係）

１．発行済株式に関する事項 　 　 （単位：株）
株 式 の 種 類 当連結会計年度期首株式数 当連結会計年度増加株式数 当連結会計年度減少株式数 当連結会計年度末株式数

普通株式 782,865,873 － － 782,865,873

２．自己株式に関する事項 　 　 （単位：株）
株 式 の 種 類 当連結会計年度期首株式数 当連結会計年度増加株式数 当連結会計年度減少株式数 当連結会計年度末株式数

普通株式 2,406,736 32,593 3,881 2,435,448

(注)自己株式の増加株式数32,593株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。自己株式の
減少株式数3,881株は、単元未満株式の売渡しによる減少であります。
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３．配当に関する事項
⑴　配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円) 基準日 効力発生日

平成24年 6 月22日
第81期　定時株主総会 普通株式 3,514 4.5 平成24年 3 月31日 平成24年 6 月25日

平成24年10月30日
取締役会 普通株式 3,904 5.0 平成24年 9 月30日 平成24年12月 4 日

⑵　基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となる
もの

決議 株式の種類 配当金の総額
（百万円） 配当の原資

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成25年６月21日
第82期　定時株主総会 普通株式 7,808 利益剰余金 10.0 平成25年３月31日 平成25年６月24日

　
（金融商品関係）

１．金融商品の状況に関する事項
　　⑴　金融商品に対する取組方針

当社グループは、主に自動車の製造販売事業を行うための設備投資計画に照らして、必要
な資金（主に銀行借入や社債発行）を調達しております。一時的な余資は安全性の高い金
融資産で運用し、また、短期的な運転資金を銀行借入及び債権流動化等により、調達して
おります。デリバティブは、後述するリスクを回避するために利用しており、投機的な取
引は行わない方針であります。

　　⑵　金融商品の内容及びそのリスク
営業債権である受取手形及び売掛金、リース投資資産は、顧客の信用リスクに晒されてお
ります。また、グローバルに事業を展開していることから生じている外貨建ての営業債権
は、為替の変動リスクに晒されておりますが、原則として外貨建ての営業債務をネットし
たポジションについて先物為替予約等を利用してヘッジしております。有価証券及び投資
有価証券は、主に取引先企業との業務又は資本提携等に関連する株式であり、市場価格の
変動リスクに晒されております。
営業債務である支払手形及び買掛金、電子記録債務は、ほとんど１年以内の支払期日であ
ります。またその一部には、原料等の輸入に伴う外貨建てのものがあり、為替の変動リス
クに晒されておりますが、恒常的に同じ外貨建ての売掛金残高の範囲内にあります。当社
グループの借入金、社債に係る債務は、主に設備投資に必要な資金の調達を目的としたも
のであり、返済日、償還日は決算日後、最長で11年後であります。このうちの一部は、変
動金利であるため金利の変動リスクに晒されておりますが、デリバティブ取引（金利スワ
ップ取引）を利用しております。
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デリバティブ取引は、外貨建ての営業債権債務に係る為替の変動リスクに対するヘッジ取
引を目的とした先物為替予約等、借入金に係る支払金利の変動リスクに対するヘッジ取引
を目的とした金利スワップ取引であります。なお、ヘッジ手段とヘッジ対象、ヘッジ方針、
ヘッジの有効性の評価方法等については、前述の「４．会計処理基準に関する事項」に記
載されている「⑺　重要なヘッジ会計の方法」をご覧ください。

　　⑶　金融商品に係るリスク管理体制
①信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

当社及び連結子会社では、営業債権及びリース投資資産について、各事業部門における
管理部署が主要な取引先の状況を定期的にモニタリングし、取引相手ごとに期日及び残
高を管理するとともに、財務状況等の悪化による回収懸念の早期把握や軽減を図ってお
ります。

②市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理
当社では、外貨建ての営業債権債務について、通貨別月別に把握された為替の変動リス
クに対して、原則として先物為替予約を利用してヘッジしております。なお、為替相場
の状況により、半年を限度として、外貨建ての営業債権と営業債務をネットしたポジシ
ョンに対して先物為替予約取引等を行っております。また、当社及び一部の連結子会社
は、借入金及び社債に係る支払金利の変動リスクを抑制するために、金利スワップ取引
を利用しております。
有価証券及び投資有価証券については、定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状
況等を把握し、また、取引先企業との関係を勘案して保有状況を継続的に見直しており
ます。
デリバティブ取引につきましては、経営会議で基本方針を承認し、デリバティブ取扱い
規程に則り、財務管理部が取引を行っております。取引実績は都度、所轄の役員に報告
しております。

③資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理
当社は、現金及び現金同等物に加え、主要銀行とコミットメントライン契約を締結して
おり、現在必要とされる資金水準を満たす流動性を保持することに努めております。

　　⑷　金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算
定された価額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいる
ため、異なる前提条件等を採用することにより、当該価額が変動することもあります。ま
た、「２．金融商品の時価等に関する事項」におけるデリバティブ取引に関する契約額等
については、その金額自体がデリバティブ取引に係る市場リスクを示すものではありませ
ん。
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２．金融商品の時価等に関する事項
平成25年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次の
とおりであります。なお、時価を把握することが、極めて困難と認められるものは、次表に
は含めておりません（（注２）を参照ください）。

（単位：百万円）

　 連結貸借対照表
計上額 時価 差額

⑴　現金及び預金 285,152 285,152 －
⑵　受取手形及び売掛金 124,234 　 　

貸倒引当金（＊1）　 △165 　 　
　 124,069 124,069 －
⑶　リース投資資産 22,145 　 　

貸倒引当金（＊1）　 △26 　 　
　 22,119 25,340 3,221
⑷　短期貸付金 96,990 　 　

貸倒引当金（＊1）　 △586 　 　
　 96,404 97,614 1,210
⑸　有価証券及び投資有価証券 　 　 　

その他有価証券 102,797 102,797 －
資産計 630,541 634,972 4,431

⑹　支払手形及び買掛金 242,743 242,743 －
⑺　電子記録債務 61,595 61,595 －
⑻　短期借入金 60,867 60,867 －
⑼　１年内返済予定の長期借入金 45,197 45,424 △227
⑽　１年内償還予定の社債 10 10 －
⑾　未払法人税等 7,828 7,828 －
⑿　未払費用 83,032 83,032 －
⒀　社債 14,060 14,165 △105
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　 連結貸借対照表
計上額 時価 差額

⒁　長期借入金 187,023 188,393 △1,370
負債計 702,355 704,057 △1,702

⒂　デリバティブ取引（＊2） 　 　 　
ヘッジ会計が
適用されていないもの (8,136) (8,136) －

ヘッジ会計が
適用されているもの － － －

(＊1）⑵受取手形及び売掛金、⑶リース投資資産、並びに⑷短期貸付金については対応する貸倒引
当金を控除しております。

(＊2）デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務の純額で表示しており、合計で正味の債
務となる項目については、(　)で示しております。

(注１) 金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項
　資　産

⑴　現金及び預金、並びに⑵受取手形及び売掛金
これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額
によっております。

⑶　リース投資資産、並びに⑷短期貸付金
これらの時価は、一定の期間ごとに区分した債権ごとに債権額を満期までの期間及び信用
リスクを加味した利率により割り引いた現在価値によっております。
また、⑶リース投資資産については見積残存価額が含まれております。

⑸　有価証券及び投資有価証券
これらの時価について、株式は取引所の価格によっており、債券は取引所の価格又は取引
金融機関から提示された価格によっております。

　負　債
⑹　支払手形及び買掛金、⑺電子記録債務、⑻短期借入金、⑾未払法人税等、並びに⑿未払費

用
これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額
によっております。

⑼　１年内返済予定の長期借入金、並びに⒁長期借入金
これらの時価については、元利金の合計額を、新規に同様の借入れを行った場合に想定さ
れる利率で割り引いた現在価値により算定しております。

⑽　１年内償還予定の社債、並びに⒀社債
当社の発行する社債の時価は、市場価格のあるものは市場価格に基づき、市場価格のない
ものは、元利金の合計額を当該社債の残存期間及び信用リスクを加味した利率で割り引い
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た現在価値により算定しております。
　デリバティブ取引

⒂　金利スワップの特例処理によるものは、ヘッジ対象とされている長期借入金と一体として
処理されているため、その時価は、当該長期借入金の時価に含めて示しております。

(注２) 時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品
（単位：百万円）

　 連結貸借対照表計上額
その他有価証券 　

コマーシャルペーパー 34,995
マネー・マネジメント・ファンド 15,432
非上場株式 4,088
その他 329

これらについては、市場価格がなく、かつ、将来キャッシュ・フローを見積るには過大なコスト
を要すると見込まれます。したがって、時価を把握することが極めて困難と認められるものであ
るため、⑸その他有価証券には含めておりません。

(注３) 金銭債権及び満期のある有価証券の連結決算日後の償還予定額
（単位：百万円）

　 １年以内 １年超
５年以内

５年超
10年以内 10年超

現金及び預金 285,152 － － －
受取手形及び売掛金 118,173 6,061 － －
リース投資資産 7,052 14,959 134 －
有価証券及び投資有価証券 　 　 　 　

その他有価証券のうち
満期があるもの（国債・地方債等） 12,688 5,585 1,138 3,204

その他有価証券のうち
満期があるもの（社債） 2,692 7,127 1,675 187

その他有価証券のうち
満期があるもの（その他） 35,559 37 179 2,260

短期貸付金 35,605 59,510 1,875 －
(注４) 社債及び長期借入金の返済予定額

（単位：百万円）

　 １年以内 １年超
５年以内

５年超
10年以内 10年超

社債 10 14,060 － －
長期借入金 45,197 158,656 28,123 244
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（賃貸等不動産関係）
１．賃貸等不動産の概要

当社及び一部の連結子会社では、埼玉県その他の地域において、賃貸収入を得ることを目的
として賃貸オフィスビルや賃貸商業施設を所有しております。なお、国内の賃貸オフィスビ
ルの一部については、当社及び一部の子会社が使用しているため、賃貸等不動産として使用
される部分を含む不動産としております。

２．賃貸等不動産の連結貸借対照表計上額及び当連結会計年度における主な変動並びに連結決算
日における時価及び当該時価の算定方法

（単位：百万円）
　 連結貸借対照表計上額

連結決算日における時価当連結会計年
度期首残高

当連結会計年
度増減額

当連結会計年
度末残高

賃貸等不動産 31,884 △1,474 30,410 38,923

賃貸等不動産として使用
される部分を含む不動産 6,573 257 6,830 10,074

(注)１．連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累計額を控除した金
額であります。

２．賃貸等不動産及び賃貸等不動産として使用される部分を含む不動産の当連結会計年度増減
額のうち、主な増加額は不動産取得64百万円であり、主な減少額は売除却△1,667百万円
であります。

３．当連結決算日における時価は、一部の主要な物件については社外の不動産鑑定士による評
価に基づく金額であります。それ以外の物件については主に路線価に基づいて自社で算定
した金額であります。

３．賃貸等不動産に関する損益
賃貸等不動産及び賃貸等不動産として使用される部分を含む不動産に関する平成25年３月
期における損益は、次のとおりであります。

（単位：百万円）
　 賃貸収益 賃貸費用 差額 その他

（売却損益等）

賃貸等不動産 3,401 1,989 1,412 399

賃貸等不動産として使用
される部分を含む不動産 517 241 276 0

(注)１．賃貸等不動産として使用される部分を含む不動産には、サービスの提供及び経営管理とし
て当社及び一部の子会社が使用している部分も含むため、当該部分の賃貸収益は、計上さ
れておりません。なお、当該不動産に係る費用（減価償却費、修繕費、保険料、租税公課
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等）については、賃貸費用に含まれております。
２．その他（売却損益等）は売却益、減損損失等であります。

　
（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額 762円87銭
２．１株当たり当期純利益 153円23銭

　
（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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個別注記表
　
（重要な会計方針に係る事項）

１．有価証券の評価基準及び評価方法
⑴　満期保有目的の債券……償却原価法（定額法）であります。
⑵　子会社株式及び関連会社株式……移動平均法による原価法であります。
⑶　その他有価証券

時価のあるもの……期末日の市場価格等に基づく時価法であります。
（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法

により算定しております。）
時価のないもの……移動平均法による原価法であります。

２．デリバティブ等の評価基準及び評価方法
時価法を採用しております。

３．たな卸資産の評価基準及び評価方法
⑴　商品及び製品……主として移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の

低下に基づく簿価切下げの方法）であります。
⑵　仕掛品、原材料及び貯蔵品……主として先入先出法による原価法（貸借対照表価額につい

ては収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）であります。
４．固定資産の減価償却方法

⑴　有形固定資産（リース資産を除く）
定率法を採用しております。
ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物付属設備を除く）については、定額
法を採用しております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物（純額）　　　　　　　… 8 ～50年
構築物（純額）　　　　　　… 7 ～50年
機械及び装置（純額）　　　… 2 ～12年
車両運搬具（純額）　　　　… 3 ～ 6 年
工具、器具及び備品（純額）… 2 ～10年

⑵　無形固定資産（リース資産を除く）
定額法を採用しております。
なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（３年及び５年間）
に基づく定額法を採用しております。
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⑶　リース資産
所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

…自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用しております。
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

…リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。
なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成20年
３月31日以前のリース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処
理によっております。

５．繰延資産の処理方法
社債発行費は、支出時に全額費用として処理しております。

６．引当金の計上基準
⑴　貸倒引当金……………売上債権・貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については

貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回
収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

⑵　賞与引当金……………従業員に対して支給する賞与に充てるため、会社が算定した当事業
年度に負担すべき支給見込額を計上しております。

⑶　製品保証引当金………販売した製品のアフターサービスに対する費用の支出に備えるため、
原則として保証書の約款に従い過去の実績を基礎に将来の保証見込
みを加味して計上しております。

⑷　工事損失引当金………航空宇宙事業の受注工事の損失に備えるため、当事業年度末におけ
る未引渡工事のうち、損失の発生が見込まれ、かつ、損失金額を合
理的に見積もることができる工事について、当該損失見込額を計上
しております。

⑸　事業譲渡損失引当金…重要な事業の譲渡損失に備えるため、当事業年度末における損失見
込額を計上しております。

⑹　退職給付引当金………従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債
務及び年金資産の見込額に基づき計上しております。
過去勤務債務は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一
定の年数（18年）による定額法により費用処理しております。
数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残
存勤務期間以内の一定の年数（16年）による定額法により按分した
額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理することとしておりま
す。

⑺　訴訟損失引当金………訴訟に対する損失に備えるため、将来発生する可能性のある損失を
見積もり、必要と認められる額を計上しております。
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７．売上高の計上基準
売上高のうち、航空宇宙事業の工事契約において当事業年度末までの進捗部分について成果
の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積もりは原価比例
法）により計上しており、その他の工事については工事完成基準を適用しております。

８．外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算の基準
外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円換算し、換算差額は損益として処理
しております。

９．重要なヘッジ会計の方法
⑴　ヘッジ会計の方法

特例処理の要件を満たしている金利スワップについては特例処理によっております。
⑵　ヘッジ手段とヘッジ対象

当事業年度にヘッジ会計を適用したヘッジ手段とヘッジ対象は次のとおりであります。
ヘッジ手段　　ヘッジ対象
金利スワップ　借入金

⑶　ヘッジ方針
リスク管理方針に基づき金利変動リスクをヘッジしております。

⑷　ヘッジ有効性評価の方法
ヘッジ手段とヘッジ対象に関する重要な条件が同一であり、ヘッジ開始時及びその後も継
続して相場変動又はキャッシュ・フロー変動を完全に相殺するものと想定することができ
るため、ヘッジの有効性の評価は省略しております。

10．その他計算書類作成のための基本となる事項
⑴　消費税等の処理の方法

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜き方式によっております。
⑵　金額表示の単位

金額表示の単位については、四捨五入により表示しております。
⑶　連結納税制度の適用

連結納税制度を適用しております。
　
（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社は、法人税法の改正に伴い、当事業年度より、平成24年４月１日以降に取得した有形固定資
産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。
これにより、従来の方法と比べて、当事業年度の営業利益が1,217百万円、経常利益及び税引前当
期純利益がそれぞれ1,221百万円増加しております。
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（表示方法の変更に関する注記）
（貸借対照表関係）

前事業年度において流動資産の「その他」に含めて表示しておりました「預け金」は、当事業
年度より重要性が増したため、区分掲記することといたしました。なお、前事業年度の流動資
産の「その他」8,569百万円に含まれる「預け金」は6,495百万円であります。
前事業年度に有形固定資産の「航空機」、「リース資産」として掲記していたものは、重要性
が乏しくなったことから、当事業年度より有形固定資産の「その他」に含めて表示しておりま
す。なお、当事業年度の有形固定資産の「その他」550百万円には、「航空機」０百万円、「リ
ース資産」550百万円が含まれております。
前事業年度に無形固定資産の「特許権」、「商標権」として掲記していたものは、重要性が乏
しくなったことから、当事業年度より無形固定資産の「その他」に含めて表示しております。
なお、当事業年度の無形固定資産の「その他」2,039百万円には、「特許権」３百万円、「商標
権」２百万円が含まれております。

　
（貸借対照表関係）

１．有形固定資産に対する減価償却累計額 507,960百万円
２．有形固定資産の貸借対照表計上額は、国庫補助金等による圧縮記帳額2,242百万円を直接控

除して表示しております。
３．当社は、平成22年１月15日に東京地方裁判所に対し、国を被告として、防衛省向け戦闘ヘリ

コプターＡＨ－64Ｄの製造に当たり、初度費（日本仕様への変更のために支払った金額な
ど）未回収分等の支払い35,124百万円を求める訴訟を提起しました。
当社が支払った初度費の未償還額23,954百万円は長期未収入金として計上しており、訴訟金
額には長期未収入金として計上した初度費の未償還額以外に、当社の仕入先が支払った初度
費の未償還額、消費税などが含まれております。

４．担保に供している資産並びに担保付債務
⑴　担保資産

建物 668百万円
機械及び装置 1,704百万円
土地 521百万円

合計 2,893百万円
⑵　担保付債務

１年内返済予定の長期借入金 1,288百万円
長期借入金 9,281百万円

合計 10,569百万円
また、土地33百万円は、関係会社の長期借入金及び預り保証金等5,249百万円の担保に供し
ております。
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５．期末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。なお、
当期末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形が、期末残高に含まれており
ます。
受取手形 255百万円

６．関係会社に対する金銭債権及び金銭債務
関係会社に対する短期金銭債権 208,146百万円
関係会社に対する短期金銭債務 18,251百万円
関係会社に対する長期金銭債権 36,583百万円

７．偶発債務
金融機関からの借入金等に対する保証債務

従業員 14,870百万円
スバルファイナンス株式会社 6,200百万円
スバル用品株式会社 1,765百万円
スバル興産株式会社 1,016百万円
他４社 1,009百万円

合計 24,860百万円
８．輸出手形割引高 1,714百万円
９．特別目的会社に対する譲渡資産残高は、航空宇宙事業の売上債権3,760百万円であります。
10．損失の発生が見込まれる工事契約に係るたな卸資産と工事損失引当金は、相殺せずに両建て

で表示しております。
損失の発生が見込まれる工事契約に係るたな卸資産のうち、工事損失引当金に対応する額は
918百万円（全て仕掛品）であります。
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（損益計算書関係）
１．売上原価

⑴　期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下げ後の金額であり、たな卸資産評価損として
△917百万円が売上原価に含まれております。

⑵　工事損失引当金戻入額として△478百万円が売上原価に含まれております。
２．関係会社との取引高

営業取引による取引高　　　売上高 881,523百万円
仕入高 124,599百万円
その他取引高 25,462百万円

営業取引以外の取引高　　　収益 11,856百万円
費用 225百万円

３．特別利益
⑴　貸倒引当金戻入額

貸倒引当金戻入額874百万円は、関係会社に対するものであります。
⑵　その他特別利益

その他特別利益のうち775百万円は、航空宇宙事業において過年度にその他特別損失（た
な卸資産評価損）を計上したたな卸資産の売却等に伴う戻入等であります。436百万円は、
航空宇宙事業での特定プロジェクトにおける製造契約解消に伴う、開発に係る支払債務の
免除等であります。

４．特別損失
その他特別損失

その他特別損失のうち2,463百万円は、自動車事業における中国販売体制の再構築を含む
関連諸費用等であります。2,099百万円は、航空宇宙事業におけるプロジェクトを中止し
たことに伴うたな卸資産の処分費用等であります。1,054百万円は、クリーンロボット事
業において過年度に受給した委託研究費及び助成金の返還に伴うものであります。

　
（株主資本等変動計算書関係）

当事業年度末における自己株式の種類及び株式数
普通株式………………………………………………………………………… 2,035,448株
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（税効果会計関係）
１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

　　 平成25年３月31日現在
　　 （単位：百万円）
繰延税金資産 　 　
　株式評価損 11,464　
　未払費用 8,940　
　固定資産の減価償却費等 7,285　
　退職給付引当金繰入限度超過 6,427　
　賞与引当金 4,427　
　製品保証引当金 4,075　
　貸倒引当金繰入限度超過 3,868　
　たな卸資産評価損 2,494　
　繰越欠損金 3,139　
　その他 2,193　
　繰延税金資産小計 54,312　
　評価性引当金 △22,882　
　繰延税金資産合計 31,430　
繰延税金負債 　 　
　その他有価証券評価差額金 △14,671　
　前払年金費用 △6,289　
　圧縮積立金 △446　
　繰延税金負債合計 △21,406　
　繰延税金資産の純額 10,024　

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の原因となった主な項目別の
内訳

法定実効税率 37.8％
（調整） 　
交際費等損金不算入費用 1.5％
配当金等益金不算入 △3.1％
住民税均等割 0.1％
過年度法人税等修正 0.3％
評価性引当金 △67.4％
試験研究費税額控除 △2.7％
その他 △2.8％
税効果会計適用後の法人税等の負担率 △36.3％



2013/05/17 23:36:23 ／ 13910420_富士重工業株式会社_招集通知（Ｆ）

個別注記表

－ 21 －

（リース取引関係）
１．リース取引に関する会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引

⑴　リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額及び期末残高相当額

　 取 得 価 額 相 当 額
（百万円）

減価償却累計額相当額
（百万円）

期 末 残 高 相 当 額
（百万円）

工具、器具及び備品 64 53 11

合 計 64 53 11
⑵　未経過リース料期末残高相当額

１年以内 9百万円
１年超 2百万円

合計 11百万円
⑶　支払リース料、減価償却費相当額及び支払利息相当額

①　支払リース料 29百万円
②　減価償却費相当額 27百万円
③　支払利息相当額 0百万円

⑷　減価償却費相当額の算定方法
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。

⑸　利息相当額の算定方法
リース料総額とリース物件の取得価額相当額との差額を利息相当額とし、各期への配分方
法については、利息法によっております。

２．オペレーティング・リース取引
未経過リース料

１年以内 35百万円
１年超 10百万円

合計 45百万円
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（関連当事者との取引）
　 　 　 　 　 　 （単位：百万円）

属性 会社等の名称
議 決 権 等 の
所有(被所有)
割 合

関連当事者との関係 取引の内容 取引金額
（注４） 科 目 期末残高

（注４）

子 会 社 スバルファイナンス株式会社 所有
直接 100％

当社製自動車に関
わる販売金融業務
及び当社製品のリ
ース業務
役員の兼任

資金の貸付（注１) 880,302 貸 付 金 111,866
貸付の返済（注１) 895,298 　 　
債務保証（注２） 6,200 　 　

子 会 社 ス バ ル 　 オ ブ
アメリカ　インク

所有
直接 100％

当社製自動車及び
部品の販売
役員の兼任

製品の販売 301,149 売 掛 金 31,133
製品の仕入 7,119 買 掛 金 1,140

子 会 社
ス バ ル 　 オ ブ
インディアナ　オート
モーティブ　インク

所有
直接 100％

当社製自動車生産
用部品の購入及び
自動車の製造
役員の兼任

製品の販売 112,726 売 掛 金 15,642

受取配当金 1,568 　 　
子 会 社 スバル　ヨーロッパ

N . V . ／ S . A
所有

直接 100％
当社製自動車及び
部品の販売
役員の兼任

資金の貸付（注３) 8,446 貸 付 金 8,446
製品の販売 54,753 売 掛 金 4,588

役 員 が
重 要 な
影響力を
有 し て
いる会社

民間航空機株式会
社 非所有 当社製品の販売

役員の兼任 製品の販売 48,765 売 掛 金 15,279

取引条件及び取引条件の決定方針等
（注１）スバルファイナンス株式会社に対する資金の貸付については、市場金利を勘案して決定されております。なお、

担保は受け入れておりません。
（注２）スバルファイナンス株式会社の金融機関よりの借入等につき、債務保証を行ったもので、保証料は免除してお

ります。
（注３）スバル　ヨーロッパ　N.V.／S.Aに対する資金の貸付については、市場金利を勘案して決定されております。

なお、担保は受け入れておりません。
（注４）取引金額には消費税等を含めておりません。期末残高には消費税等を含めております。
　
（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額 635円59銭
２．１株当たり当期純利益 126円33銭




